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楽しい勉強・笑顔で勉強

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

年に一度の全県一斉の学力調査です。朝から上の学年の教室には、いつもと違う緊張感
が漂っていました。初めてのチャレンジである４年生は、特別なドキドキ感だろうと予想
していましたが、全校で１番に“まじめ”な６年生は、もっとピリピリ感がありました。
６年生は、３年後に、こうやって高校受験をするんです。すぐですよ！
結果は、１月頃に届きます。子どもたちの人生の中でも、“いざというとき”には学力

検査や面接試験などがあります。だから、それぞれの子どもたちの“いざというとき”に、
横堀小学校での学びや楽しかった思い出が、“総合的な人間力”の土台として生きてくる
ように、１日を、そのときを、大切にしたいと、改めて考えさせられました。
国語・算数・理科・社会の４教科による学力テスト（４年生は社会はありません）。それから

もう一つ「学習意欲に関するアンケート」というものがあります。いくつか紹介します。
お子さんは、どう答えたでしょうか？ご家庭ではどうでしょうか？

○勉強は大切だ。 ○学校の勉強がよくわかる。 ○算数が好きだ。
○１日にだいたいどれくらい勉強しますか。
○ふだんの生活や社会に出たときに役立つよう、勉強したい。

○人の役に立つ人間になりたいと思う。 ○将来の夢や目標をもっている。
○自分にはよいところがあると思う。 ○地域のためになる活動に進んで取り組みたいと思う。

○１か月に何冊ぐらい本を読みますか。 ○１か月に図書館にどれくらい行きますか。

４～６年生 秋田県学力・学習状況調査にチャレンジ！

楽しい学校を創る「たいようくんタイム」

クリスマスツリーのかざりづくり

給食委員会の長澤先生と６年生が中心となって、
今日と明日の昼休みに、クリスマスツリーの飾りを
作っています。
松ぼっくりに付けるキラキラした飾りを選んで、

ボンドでくっつけていきます。みんな笑顔満開で、
とっても楽しい時間を過ごしていました。
ＰＴＡの日には、校内に飾ってくれるそうです。



４年生 総合的な学習の時間「認知症サポーター養成講座」

大仙市の健康福祉部と、ＪＡ職員の皆さんによる認知症の体験学習をして、認知症
の困難さや介護をすることの大切さ、大変さについて学ぶことができました。
４年生は「福祉」を中心として、『みんないっしょに生きている』というテーマで、

「バリアフリー体験」や今回の「認知症体験」を通して、福祉の実態を知り、未来の
共生社会についての考えを深めています。

この日は、認知症の症状や仕組みについて、資料や「記憶のバ
ケツ」をモデルにしてわかりやすく教えていただきました。また、
認知症のおばあさんと、その家族の役になる体験をして、どんな
言葉かけをしたらよいかをグループで話し合いました。そして、
認知症の方や家族の気持ちを考えることを通して、認知症につい
ての理解を深め、思いやりの気持ちをもつことの大切さを学びま
した。

コロナ禍で、予定していた近隣の福祉施設への訪問等は
できませんが、今できることをして、世の中と関わり続け
ています。
下に、二人の感想を紹介します。体験を通して感じたこ

とや、新しい見方を加えることで、思いや考えに、広がり
と深まりが生まれてきているようです。

第４３回児童生徒県南美術展
特 賞 角館町平福記念美術館長賞 ３年 草彅 大翔
奨励賞 １年 原 由紀穂
入 選 １年 篠原 稜生

２年 佐藤 椿 ・中野 志保
３年 小松 依史
４年 鈴木 悠花・山谷 葵
５年 佐々木美優・髙野 愛琉・熊谷 蒼介・竹村凜々花
６年 草彅 和華・杉山 碧泉

※県南の小・中学生の作品が１０４０点も集まる大きな美術展です。
いろんな分野で、がんばったことが認められてうれしいですね。

令和２年度 ６年生応援全県小学生バレーボール交流大会
第２位 仙北バレースポ少

第１０回潟上カップ小学生バレーボール交流大会 第２位 仙北バレースポ少
※連続の大活躍、おめでとうございます。保護者の皆様も、遠くまでの
引率や応援、本当にご苦労様です。

いろんなスポ少や部活動では、今も６年生が活動しているようです。
６年生には、４か月後の中学校生活のスタートに向けて、自分自身の体力作りと、
一緒に活動した後輩たちへのアドバイスもよろしくお願いします。

認知症になったら、おじいちゃんおばあちゃんは物忘れをしてしまうことが
わかりました。
そのためにぼくは、認知症になった人にやさしくして、困ったりさせないよ

うにしたいです。そして、認知症の方はたくさんいるので、見かけたら積極的
に手伝ったりして助けてあげたいです。相手を思う気持ちが大事ということが
わかりました。 ［藤倉朋輝さん］

今日、認知症サポーター養成講座がありました。わかったことがありました。
一つ目は、健康な人の「のう」と健康じゃない人の「のう」では、ぜんぜん

ちがうことがわかりました。
二つ目は、困っているときにやさしく声をかければいいことがわかりました。
このことをいかして、おじいさんおばあさんにやさしくしたいです。

［黒澤一花さん］




